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地磁気異常のスペクトル

（Campbell, 1967; Banks, 1969; 
Jin&Thomas, 1977;
Filloux, 1980などを参照）

右側カーブは磁気嵐などの
擾乱時のみ発生する変動、
基本周期のみを表す



Magnetic Modeling
地磁気データの解析



Isochron map of the Ocean floor

(After R.D.Muller, et al.,1997)
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日本周辺の全磁力異常図

Data source: GSJ 1996 edt.   

R/V Kairei

沈み込み帯における海洋地殻の磁化
海山、第四期火山、海嶺、断裂帯の磁化



プロトン全磁力探査 ・オペレーション容易
・解析容易
・構造探査と同時稼働不可プロトンセンサー

ケーブル（～400m曳航）

コントローラー



フラックスゲート船上磁力計システム

・船上備え付け、連続観測可能
・構造探査と平行してオペレーション可能
・船体磁気補正が必要
・システムが大掛かり フラックスゲートセンサー

垂直ジャイロシステム

コントローラー



船上３成分システム

地磁気３成分データと船体姿勢データの取り込み

船上３成分システム

地磁気３成分データと船体姿勢データの取り込み

船側方位ジャイロ
横河ナブテック CMZ300X

船側バーティカルジャイロ(すなわち音響測位装置のVRU)
日本航空電子 JM7201（光ファイバ－ジャイロ）
分解能 0.2度以下
水平整定精度 +/-0.2度
直線性 1パ－セントフルスケ－ル以内

STCM付属ジャイロ
トキメック ES-110
静止点誤差 +/-1度
追従速度 24度／秒
ジンバル自由度 40度
緯度誤差修正 +/-40度（手動）
整定時間 4時間
磁力計とのインタ－フェ－スはシンクロ信号
（アナログ）を0.055度の分解能でS/D変換．
ファイルに記録されるのは0.01度まで．

STCM付属方位姿勢計
玉川精機 TA7233(改）
（音叉ジャイロ＋傾斜計のストラップダウン型）
角度出力精度 0.5度以下
最小分解能 0.01度
測定範囲 +/-45度
出力はRS422経由バイナリ符号付き14bit



1) 角速度がなるべく一定
2) 360度の左回頭と右回頭を１回ずつ（１回にあてる時間は各15分程度）
3) 各円の大きさは，半径1km程度（理想的には1点）
4) 船速約10kt以下
5) なるべく異なる緯度半径2マイル 付近に船や島 など障害物のない海域

1) 角速度がなるべく一定
2) 360度の左回頭と右回頭を１回ずつ（１回にあてる時間は各15分程度）
3) 各円の大きさは，半径1km程度（理想的には1点）
4) 船速約10kt以下
5) なるべく異なる緯度半径2マイル 付近に船や島 など障害物のない海域

「8の字」航走
---> 船体磁気の見積もり



海底地形調査
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測深レンジ50～11000m スワス幅：最大150 °
ビーム幅：2 ° x 2° ビーム間隔：1 °
周波数12kHz
測深誤差：直下で水深*0.2％ サイドで水深*0.5％

特徴

サイドスキャン処理可能

地層探査装置機能あり

処理ソフト：SeaView



SeaBeamデータ作図例

白黒海底地形図 カラー海底地形図

鯨瞰図

サブボトムプロファイラ－イメージ図

サイドスキャンイメージ図

• 周波数：4kHz
• ビーム幅：5 °* 

5°
• 分解能：数10cm



かいれい みらい よこすか かいよう

音響測深機(*)

SeaBeam Inc.

ClassicSeaBeam改

船上重力計

BODENSEEWERK

KSS31

LaCoste&Romberg

S-116

LaCoste&Romberg

S-63

ポータブル重力計

Scintrex

CG-3

Scintrex

CG-3

LaCoste&Romberg

S-1039

プロトン磁力計

川崎地質株式会社

PROTO10

Geomatics

G-811

川崎地質株式会社

PROTO10

三成分磁力計

テラテクニカ

SFG1214

テラテクニカ

SFG1214

テラテクニカ

SFG1214

SeaBeam Inc.

SeaBeam2112.004

(*) 「よこすか」は1998までHS-10（古野電気）、「かいよう」は1999までClassic SeaBeam

（SeaBeam Inc.）を使用

JAMSTEC各船搭載の地球物理観測装置

•地震探査データ（MCS/OBSデータ）
媒体：MT(3590E,3490E,3480),DLT,DDS,8mm,DVD,CD,FD
容量：１航海（２週間～１ヶ月強）あたり数十GB～数百GB

•重磁力データ・海底地形データ・航跡データ
媒体：DVD,CD,8mm
容量：１航海あたり数百MB～数GB



IFREE/JAMSTECにおける
地殻構造探査の調査海域と測線長の推移

（1997～2004）
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海底地殻構造調査

海底面

海底下の地殻構造

海底地震計（OBS） エアガン ストリーマーケーブル



南海トラフで分かった構造

（海底山脈）



沈み込むフィリピン海プレート地殻の大局的構造



南海トラフの地磁気異常図
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Magnetic inversion profiles

Regional variation of magnetization

Magnetic inversion map of the Shikoku Basin



磁化の（見かけ）減少の原因、考えられる要因

磁化層（海洋地殻上部）の破砕により残
留磁化がいろいろな方向を向き、磁化が
見かけ上、減少して求まる

温度上昇による磁化の減少

＊図はイメージです



航空機による磁気探査例

(Jokat et al., 2003)



今後への課題と展望

• 問題点 まだまだ足りない海洋地磁気データ

• 空白エリアをいかに埋めていくか

• 過去のデータの見直し、やり直し

• 定点観測時の平行オペレーションの可能性

• 異なる高度からの磁力データ--->磁気基盤解析へ
• 海底地形 重磁力データ 地殻構造データの精度向上と統合化へ

• さらに深部、磁気源へ近付く ディープトウ 曳航体などの開発

• そして面的調査により広域精査へ

• IFREE/JAMSTEC「地殻構造探査データベース」について
• 地殻構造探査データのデータベース化に関わるポイント（課題）

• 今後への展望
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研究設備
ラボルーフデッキ

コアプロセスデッキ

ラボストリートデッキ

ラボマネージメントデッキ

コアを切断する

コアの記載、簡単な分析

詳細分析

データ管理室、会議室、
図書室など

ちきゅうは海上の研究所

116 m

38 m

210 m

ちきゅう
総トン数
：57,500 t

乗員：150人



地殻構造探査データベースサイト(Top page)

調査種類別クルーズ検索へ
調査年別クルーズ検索へ

調査海域別クルーズ検索へ



調査海域別検索ページ（日本海溝・千島海溝）
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各調査航海のページ



その他のページ
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